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 工業技術基礎  

 

 
 

教   科 工業(電子機械工学) 単位数 ３ 学科・学年 電子機械工学科・１年 

使用教科書 工業技術基礎 （実教出版） 

副教材等 電子機械実習（実教出版） 教員が制作したプリント 

 

 
 

「工業技術基礎」の到達目標は 
 

  

実践的・体験的な実習等の学習を通して、工業の見方・考え方を働かせることができるようにし、

環境問題も含めた工業の諸課題を適切に解決するために必要な資質・能力の基礎を育成します。 

(1) 授業全体を通じて安全に対する姿勢・態度・心がけを身につけ、主体的かつ協働的に安全作業がで

きるようにするとともに、技術者としての使命感と責任感の育成に努めます。 

(2) 授業で学んだ機械や電気の知識を基礎実験により体現し、社会に出て役立つ実践的な技術・技能獲

得のための礎を築き、工業技術の進展に対応できる力を育成します。  

・機械分野では基礎的な機械加工技術および正確な計測技術を身に付ける。 

・電気分野では電気回路の配線技術、はんだ付けの技術、電気計測の技術を身に付けます。 

・情報制御分野では情報活用能力、電気制御の技術、情報制御技術の基礎を身に付けます。 

(3) 実習報告書を提出することにより、思考力・判断力の育成に努め、正確な表現力の獲得を通した自

己表現能力の育成を目指します。 
 

 

１．評価の観点の趣旨と方法 

 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

評

価

の

観

点

の

趣

旨 

・工業の各分野に関する基礎

的・基本的な知識と、技術・技

能を身に付けている。 

・ものづくりを合理的に計画

し、身に付けた技術を適切に応

用する力がある。 

・知的財産や環境にも配慮した

ものづくりができる基礎力を

身に付け、工業の意義や役割を

俯瞰的に理解している。 

・基礎的・基本的な知識と技術を

基に、工業的なの見方・考え方を

働かせることができる。 

・工業技術に関する諸課題の解

決を目指して技術者として適切

に判断できるとともに、創造的

に思考を深めることができる。 

・自分の考えを正確に表現する

力を身に付け、その能力を活か

して主導的に活動できる。 

・工業技術に関する諸分野につ

いて関心をもち、知識と技術・

技能の獲得に意欲的である。 

・身に付けた技術や技能の改善

と向上を目指して、継続的に学

習活動に取り組んでいる。 

・安全を最優先した態度を身に

付けるとともに、実践的な技術

獲得に向け、自らの学習を調整

する態度を身に付けている。  

 

評

価

の

方

法  

・作業、実験の様子 

・課題への取り組み(進度) 

・発言内容 
・加工技術、技能レベル 

・作品の仕上がり 

・レポートの内容 

・定期考査、実技試験 
 

・作業、実験の様子 

・発展課題への取り組み（進度） 

・発言内容 

・レポートの内容 

・定期考査 

 

・授業準備、授業態度 

・出席状況 

・課題への取り組み姿勢 
・レポート提出状況 

 
 
 
 
 
 
 



 
２．評価の規準（及び年間の評定）  

内容のまとまり(単元) 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組

む態度 

1．「工業技術基礎」を学ぶ

にあたって 
「工業技術基礎」の学ぶ目的

をよく理解し，ものづくりが

工業技術の中で果たしてい

る役割、現代社会に貢献して

いる役割についての知識を

身につけている。 

「工業技術基礎」で，何をど

のように学ぶのかを適切に

判断できる。また，その考え

を適切に相手に伝える表現

力を身につけている。 

「工業技術基礎」で学ぶ工業

の各分野に興味・関心を持つ

とともに，共通する技術・技

能を主体的に身に付けよう

とする態度がある。 

2．事故防止と安全作業の心

がまえ 
実験・実習を中心に学習が展

開されるので，事故防止と安

全作業に関する知識を理解

するとともに、安全に作業す

るための基本的なスキルが

身に付いている。 

実験・実習を中心に学習が展

開される授業の中で，事故防

止のための危険予測の判断

ができる。また、より安全な

作業ができるよう思考力を

働かせるとともに、作業環境

の改善に役立つ適切な表現

ができる。 

事故防止と安全作業に主体

的に関わることができる。ま

た、「ものづくり」などの作

業を行うにあたり、安全を最

優先する意思と態度を身に

付けている。 

3．実験・実習報告書の作成 「実験・実習報告書の作成」

についてその意義をよく理

解し，報告書をわかりやすく

まとめる知識と技能を身に

つけている。 

報告書の作成を通じて、実

験・実習の目的や内容を再確

認できるとともに，実験の結

果や成果を考察する力があ

る。また、実験の結果をわか

りやすくまとめる的確な表

現力を身につけている。 

より良い報告書を作成する

意欲があり、主体的に内容の

改善向上に努めることがで

きる。実習の成果をまとめる

ことで、より深い理解へつな

げようとする態度を身につ

けている。 

4．計算技術と計算機活用 計算技術について基本的な

式変形等の知識と技術を身

に付けている。また、それを

活かし、計算機を用いた四則

演算、関数の計算、実務計算

を一定の時間内でできる。 

自らの判断力により、効率よ

く計算する手法を考えるこ

とができる。 

計算機を使いこなすための

練習に励むとともに、自らの

取り組みを改善していこう

とする姿勢がある。 

５．知的財産と発想手法 知的財産権について基本的

な知識を身に付け、その意義

を理解している。また、アイ

デアを生み出す思考方法に

関する基本的な知識と技術

を身に付けるとともに、特許

検索に関する、実践的な技能

を身につけている。 

新規なアイデアを生み出す

柔軟な思考・判断ができる。

また、身に付けた発想法を生

かして，社会の発展をはかる

創造的な活動ができる。創造

活動の中で、自分の考えを相

手に適切に伝える表現力を

活用できる。 

知的財産権とアイデアの発

想方法に興味・関心を持ち、

主体的に創造活動に取り組

むことができる。また、知的

財産権を保護する態度を身

に付けるとともに、特許検索

を積極的に活用する態度が

ある。 

６．機械計測 

 （寸法のはかりかた） 

一般に使われている測定器

の使いかたと使用上の留意

点についての正しい知識を

持ち，正しい寸法測定の方法

を身につけている。 

一般に使われている測定器

の使いかたと使用上の留意

点について，適切に思考・判

断し，正しい寸法測定法につ

いて実践し，その手法を相手

に伝える表現法を身につけ

ている。 

一般に使われている測定器

の使いかたと使用上の留意

点について，主体的に興味・

関心を持ち，正しい寸法測定

法の習得に意欲的に取り組

む態度を身につけている。 

７．メモホルダの製作 

 （工具の扱いかた） 

用途に応じた工具の正しい

選定や使用方法の知識を習

得し，安全に配慮した作業方

法の技能を身につけている。 

用途に応じた工具の正しい

選定や使用方法を適切に思

考・判断し，安全に配慮した

作業法を表現する技量を身

につけている。 

用途に応じた工具の正しい

選定や使用方法に主体的に

興味・関心を持ち，安全に配

慮して意欲的に作業に取り

組む態度を身につけている 



８．手仕上げ 機械加工における手仕上げ

の方法の正しい知識を習得

して，安全に配慮した作業法

の技能を身につけている。 

機械加工における手仕上げ

の方法について適切に思考・

判断し，基礎的作業における

手仕上げの意義について的

確に表現できる技量を身に

つけている。 

機械加工における手仕上げ

の方法に主体的に興味・関心

を持ち，手仕上げの基礎的作

業に意欲的に取り組む態度

を身につけている。 

９．直流回路の実験 直流回路の計測実験を通し

て，基礎的・基本的な電気

に関する理論を確認でき

る。また、電流計や電圧計

などの電気計測を行う機器

の配線技術を身につけてい

る。 

直流回路の実験を通して，

計測機器を安全かつ効率よ

く接続する方法を思考・判

断できる。また，効率よい

実験工程を創意工夫する能

力を身につけるとともに，

その成果を適切に表現する

ことができる。 

直流回路の実験を通して，

電気に関する基礎的・基本

的な技術に興味・関心を持

ち，意欲的に実験に取り組

み，主体的に電気実験を実

践する態度を身につけてい

る。 

10．電気計測の実験 基礎的・基本的な電気計測の

知識・技能を身につけるとと

もに，電気計測機器の内部構

造についても電気の理論に

基づいた理解ができている。 

電気計測の実験に際し、みず

から回路の配線を考えるこ

とができ、望ましい測定方法

を判断することができる。ま

た，効率よく計測できるよう

に創意工夫できる。計測結果

を適切に表現することがで

きる。 

主体的に計測機器のしくみ

や働きに興味・関心を持ち，

安全で正確に電気回路の計

測を実践する意欲的な態度

を身につけている。 

11．論理回路 基礎的・基本的な論理回路の

知識を身に付け、実習の中で

確認できる。論理回路素子を

扱うための知識と技能を身

に付けている。 

実験に際し、みずから論理回

路の配線を考えることがで

き、効率よく配線できるよう

に創意工夫できる。計測結果

を適切にまとめ、表現するこ

とができる。 

主体的に論理回路のしくみ

や働きに興味・関心を持ち，

安全で正確に論理回路の配

線と動作確認を実践する意

欲的な態度を身につけてい

る。 

12．はんだ付け１ 基礎的・基本的なはんだ付け

の知識を理解し、はんだ付け

される電子部品の名称や特

徴を理解している。また、そ

れぞれの部品をはんだ付け

する基本的な技能を確実に

身につけている。 

電子部品に応じて安全かつ

効率的にはんだ付けするた

めの思考・判断ができる。 

はんだ付けの学習を通して，

主体的に電子部品の基礎的・

基本的な技術に関心を持ち，

安全で合理的な電子回路製

作を意欲的に実践する態度

を身につけている。 

1３．はんだ付け２ 基礎的・基本的なはんだ付け

の知識を活用し、電子回路の

配線の知識を理解している。

また、電子回路をはんだ付け

する基本的な技能を確実に

身につけている。 

電子回路に応じて安全かつ

効率的にはんだ付けするた

めの思考・判断ができる。回

路を製作する際のはんだ付

けの順序や工程を工夫する

能力を身につけるとともに，

その手法を適切に表現する

ことができる。 

はんだ付けによる配線の学

習を通して，主体的に電子部

品や電子回路の基礎的・基本

的な技術に関心を持ち，安全

で合理的な電子回路の製作

を意欲的に実践する態度を

身につけている。 

1４．はんだ付け３ 回路計に関する基礎的・基本

的な知識を理解するととも

に、電子回路を正しく製作す

るための回路計の活用方法

を身に付けている。回路計を

適切に用いることで、より迅

速かつ正確に電子回路を製

作することができる。 

自らの思考・判断に基づいて

回路計を活用することで、よ

り迅速に回路の問題点を見

つけることができる。正確で

効率の良い電子回路製作が

できるよう創意工夫してい

る。また、その手法を適切に

表現することができる。 

回路計を用いた電子回路の

検査の学習を通して，主体的

に電子回路製作の技術習得

に興味・関心を持ち，安全で

正確にはんだ付けおよび回

路検査を実践する意欲的な

態度を身につけている。 

1５．リレーシーケンス 基礎的・基本的なリレーシー

ケンスに関する知識と理論

を身に付けている。また、安

全に配慮した電気配線がで

きる技術を身に付けている。 

自らの思考・判断により、目

的に応じたシーケンス図を

作成できるとともに、安全か

つ効率よく配線する方法を

創意工夫できる。また、その

成果を適切に表現すること

ができる。 

リレーシーケンスに関する

基礎的・基本的な技術に興

味・関心を持ち，意欲的に実

習に取り組み，主体的に技術

を身に付けようと実践する

態度を身につけている。 



1６．PLC 基礎 制御用コンピュータである

PLC に関する基礎的な知識

と理論を身に付けている。ま

た、安全に配慮した電気配線

ができる技術と、目的に応じ

たプログラムをつくる技術

を身に付けている。 

自らの思考・判断により、目

的に応じたプログラムを作

成できるとともに、安全かつ

効率よく制御する方法を創

意工夫できる。また、その成

果を適切に表現することが

できる。 

PLC によるシーケンス制御

に関する基礎的・基本的な技

術に興味・関心を持ち，意欲

的に実習に取り組み，主体的

に技術を身に付けようと実

践する態度を身につけてい

る。 

１７．情報技術活用 基本的な情報に関する知識

とプログラミングの技術を

身に付けている。また、情報

を文書に整理する能力、デー

タをグラフ等にまとめる情

報処理の基本的な能力を身

に付けている。 

情報を適切に判断して取捨

選択し、文書あるいはデータ

としてまとめる力を身に付

けている。また、情報をわか

りやすくまとめて表現する

能力がある。 

情報技術を身に付けるため

の学習に励むとともに、自ら

の取り組みを改善していこ

うとする姿勢がある。 

１８．５S活動 ものづくり現場の環境づく

りの基礎となる５S（整理・

整頓・清掃・清潔・躾）の意

義を理解し、実践する力があ

る。 

自らの判断力・思考力を活か

して、より整理整頓されて清

潔なものづくり環境を提案

できる。また、そうした活動

を組織として習慣化するた

め、自らの考えを表現するこ

とができる。 

５S 活動の意義を理解した

うえで、自らを躾ようとする

姿勢がある。 

1 年間の評定および観点別の評価は、各単元の観点別評価を総括し、総合的に判断して決定します。 

 
 

 

３．学習の計画と評価の観点 

学
期 

月 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

評価の観点 

考
査
範
囲 

知
・
技 

思
・
判
・
表 

主 

１ 

学 

期 

 ４ 「工業技術基礎」を学ぶに

あたって 

「工業技術基礎」の学ぶ目的をよく理解し，ものづく

りが工業技術の中で果たしている役割、現代社会に貢

献している役割について学ぶ。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

事故防止と安全作業の心

がまえ 

実験・実習を中心に学習が展開されるので，事故防止

と安全作業に関する知識を理解するとともに、安全に

作業するための基本的なスキルを身に付ける。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

実験・実習報告書の作成 
  
 

「実験・実習報告書の作成」についてその意義をよく

理解し，報告書をわかりやすくまとめる知識と技能を

身に付ける。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

4 

～５ 
計算技術と計算機活用 計算機の使用方法とデータの取り扱い方を学ぶ。 ○  ○ 

５ 

～７ 

機械計測機械計測 
 （寸法のはかりかた） 

機械計測での基本の計測器で正確に寸法を読み取る技能

を身に付ける。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 
 

 
 

 
 

 

５ 

～７ 

直流回路の実験 
 

直流回路の計測実験を通して，基礎的・基本的な電気に

関する理論を確認できる。また、電流計や電圧計などの

電気計測を行う機器の配線技術を身につける。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

５ 

～７ 
リレーシーケンス 押ボタンＳＷ・リレーを使っての自己保持回路を覚え、

電球を点灯・消灯する回路を作れるよう学習する。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

５ 

～７ 
はんだ付け１ 

(電子部品のはんだ付け) 

電線の被覆剥き・予備ハンダ付けの方法を習得し、部品

をプリント基板にハンダ付けするテクニックを習得す

る。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

７ 情報活用能力 情報活用能力の基礎となる文書作成ソフトウェア、表

計算ソフトウェアの活用技術の定着を図る。 

○  ○ 



 

7 ５S活動 実習室等において整理・整頓をすすめ、清潔な環境を

整えるための清掃活動を行い、習慣化する。 

○  ○ 

２ 

学 

期 

8 

～ 

1１ 

メモホルダの製作 
 （工具の扱いかた） 

メモホルダを製作することでけがきやヤスリがけ等の手

作業、ボール盤の使い方を習得する。 

  

 

○ 

 

○ 

 

○ 

期
末
考
査 

  

8 

～ 

１１ 

 

1１ 

電気計測の実験 

（分流器・倍率器） 

メータの内部抵抗を測定する方法を習得し、分流器・倍

率器の設計ができる。また配線方法も習得する。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

8 

～ 

１１ 

PLC基礎 ＰＬＣの基本知識を習得させ、ラダープログラムを作成

して実行できる。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

8 

～ 

１１ 

はんだ付け２ 
 （電子回路製作） 

基板上への部品の配置・配線を行い、回路製作の基礎を

習得する。 

  

 

○ 

 

○ 

 

○ 

１１ ５S活動 実習室等において整理・整頓をすすめ、清潔な環境を整

えるための清掃活動を行い、習慣化する。 

 ○ ○ 

３ 

学 

期 

１２ 情報活用能力 情報技術に関する知識の定着を図るため、情報技術検

定に向けた学習に取り組む。 

○ ○ ○ 

学
年
末
考
査 

１２ 

～ 

２ 

手仕上げ 日本の製品では、必ず｢手仕上工程｣が必要になるため、

平面出しの技術を習得する。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

１２ 

～ 

２ 

論理回路 論理式・真理値表を理解するとともに、ＩＣの使い方・

入出力を含めた回路を作成できる。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

１２ 

～ 

２ 

知的財産と発想手法 知的財産権と産業財産権の違いについて理解するととも

に、ＩＰＤＬ検索や発想教育演習を通して、工業教育に

おける知的財産の必要性を学習する。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

１２ 

～ 

２ 

はんだ付け３ 
 （回路計による検査） 

各自で製作した回路の動作確認を行い、アナログテスタ

の使用方法を習得する。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

2 

～ 

３ 

５S活動 実習室等において整理・整頓をすすめ、清潔な環境を

整えるための清掃活動を行い、習慣化する。 

 ○ ○ 



シラバス                                         岐阜県立高山工業高等学校 
 

 製図  

 

 
 

教   科 工業（電子機械工学） 単位数 ２ 学科・学年 電子機械工学科・１年 

使用教科書 機械製図（実教出版） 

副教材等 基礎製図検定問題集、補助プリント 

 

 
 

「電子機械工学製図」の到達目標は 
 

  

工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、工業の各分野の製

図に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 工業の各分野に関する製図について日本工業規格及び国際標準化機構規格を踏まえて理解するとと

もに、関連する技術を身に付けるようにする。 

(2) 製作図や設計図に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展

に対応し解決する力を養う。 

(3) 工業の各分野における部品や製品の図面の作成及び図面から製作情報を読み取る力の向上を目指して

自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 
 

 

１．評価の観点の趣旨と方法 

 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

評

価

の

観

点

の

趣

旨 

 各種機械や部品の製作に使用

される図面などの作成に関す

る基礎的・基本的な知識と技

術を習得するとともに，各種

機械や部品の製作に使用され

る図面等の役割や作図法，図

面などを正しく読み，作成で

きる力を身につけている。 

 

 各種機械や部品の製作に使用さ

れる図面などの作成における諸

問題を的確に把握（分析）し，考

察を深めるとともに，機械製図

に関する知識と技術を活用しな

がら表現する力を身につけてい

る。 

 各種機械や部品の製作に使用

される図面などを作成するこ

とに興味・関心をもち，機械製

図の意義や役割の理解および

諸問題の解決を目指して，主体

的に学習に取り組もうとして

いる。 

 

評

価

の

方

法  

 定期考査 

 単元テスト 

 図面の出来栄え 

 

 定期考査 

 単元テスト 

 図面の出来栄え 

 

 課題の提出状況とその内容 

 振り返りの記述 

 授業中の取組状況 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２．評価の規準（及び年間の評定）  

内容のまとまり(単元) 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組

む態度 

第１章 製図の基礎 

１ 機械製図と規格 

 1 図面の役目と種類 

 2 製図の規格 

 

 

 

 

 

 

 

2 製図用具とその使い

方 

 1 製図用具 

 2 製図用具の使い方 

 

 

 

 

3 図面に用いる文字と

線 

 1 文字 

 2 線 

 

 

 

 

4 基礎的な図形のかき

方 

 1 基礎的な作図 

 2 直線と円弧，円弧

と円弧のつなぎ

方 

 3 平面曲線 

5 投影図のえがき方 

 1 投影法 

 2 投影図のえがき方 

 

 

 

 

6 立体的な図示法 

 1 等角図のえがき方 

 2 キャビネット図 

 3 カバリエ図 

 4 テクニカルイラス

トレーション 

 

 

 

・機械や部品の製作に使

用される図面の役割 

や｢製図総則」，｢機械製

図」などの JIS 規格の

必要性を理解してい

る。 

・誤りのない図面をかく

ことができる実践的

な知識を身につけて

いる。 

・製図用具の種類や基本

的な使い方，さらに用

具の特質を生かした

正しい使い方等につ

いて理解している。実

践的な知識を身につ

けている。 

 

・製図の基本である文字

や線のかき方を理解

している。 

・正確で美しい文字や線

を表すことについて

理解している。実践的

な知識を身につけて

いる。 

・基礎的な図形のかき方

について理解してい

る。理解している。 

・正確な図形をかくこと

ができる実践的な知

識を身につけている。 

 

・製図の基本である投影

法について理解して

いる。理解している。 

・正確な投影図をえがく

ことができる実践的

な知識を身につけて

いる。 

・等角図やテクニカルイ

ラストレーションな

どの立体的な図示法

について理解してい

る。理解している。 

・正確な立体図をえがく

ことができる実践的

な知識を身につけて

 

・図面の役割や｢製図総

則」，｢機械製図」など

のJIS規格の重要性に

ついて理解している。

考え（思考・判断），誤

りのない図面をかく

こと(表現）ができる。 

 

 

 

・製図用具の種類や基本

的な使い方について

理解している。創意工

夫（思考・判断）し，

用具の特質を生かし

た正しい使い方がで

きる。 

 

・製図の基本である文字

や線のかき方につい

て理解している。創意

工夫（思考・判断）し，

正確で美しい文字や

線をかくことができ

る。 

 

・基礎的な図形のかき方

について理解してい

る。創意工夫（思考・

判断）し，正確な図形

をかくこと(表現）がで

きる。 

 

・製図の基本である投影

図のえがき方につい

て理解している。創意

工夫（思考・判断）し，

正確な投影図をえが

くことができる。 

 

・等角図やテクニカルイ

ラストレーションな

どの立体的な図示法

について理解してい

る。創意工夫（思考・

判断）し，正確な立体

図をえがくことがで

きる。 

 

・機械や部品の製作に使

用される図面の役割

や｢製図総則」，｢機械

製図」などの JIS 規格

に興味･関心をもち，

誤りのない図面をか

くことに意欲的に取

り組んでいる。 

 

 

・製図用具の種類や基本

的な使い方について

理解している。興味・

関心をもち，用具の特

質を生かした正しい

使い方ができるよう

意欲的に取り組んで

いる。 

・製図の基本である文字

や線のかき方につい

て理解している。興

味・関心をもち，正確

で美しい文字や線が

表現できるよう意欲

的に取り組んでいる。 

 

・基礎的な図形のかき方

について理解してい

る。興味・関心をもち，

正確な図形がかける

よう意欲的に取り組

んでいる。 

 

・投影図のえがき方につ

いて理解している。興

味・関心をもち，正確

な投影図がえがける

よう意欲的に取り組

んでいる。 

 

・等角図，キャビネット

図，カバリエ図，テク

ニカルイラストレー

ションなどの立体的

な図示法について理

解している。興味・関

心をもち，正確な立体

図がえがけるよう意



 

 

いる。 欲的に取り組んでい

る。 

第 2 章 製作図 

1 製作図のあらまし 

 1 製作図 

 2 尺度 

 3 図面の様式 

 4 製作図のかき方と 

   検図 

 5 図面の管理 

 

 

 

 

 

 

2 図形の表し方 

 1 図形の選び方と配

置 

 2 断面図示 

 3 特別な図示方法 

 4 線・図形の省略 

 

3 寸法記入法 

 1 基本的な寸法記入

法 

 2 いろいろな寸法記

入法 

 3 寸法記入について

理解している。 

4 公差・表面性状 

 1 寸法公差 

 2 はめあい 

 3 幾何公差 

 4 普通公差 

 5 表面性状 

 

5 スケッチ 

 1 部品のスケッチ 

 2 スケッチのしかた 

 3 スケッチ図から製

作図の作成 

 

 

・JIS 規格で定められた

尺度や図面の様式等

について理解してい

る。理解してる 

・実践的な関連知識や技

能を身につけている。 

・製作図のかき方や検図

の仕方，および図面の

管理等について理解

している。理解してい

る。 

・実践的な関連知識や技

能を身につけている。 

・主投影面（図）の選び

方や配置，各種の断面

図示等につい理解し

ている。 

・実践的な関連知識や技

能を身につけている。 

 

・基本的な寸法記入等に

ついて理解している。

理化している。 

・実践的な関連知識や技

能を身につけている。 

 

 

・寸法公差の記入法やは

めあいの種類，表面性

状の図示方法等につ

いて理解している。理

解している。 

・実践的な関連知識や技

能を身につけている。 

・機械部品のスケッチな

どについて理解して

いる。理解している。 

・実践的な関連知識や技

能を身につけている。 

 

・JIS 規格で定められた

尺度や図面の様式等

に思考・判断し，内容

の理解に取り組んで

いる。 

・製作図のかき方や検図

の仕方，および図面の

管理等に適切に思考・

判断し，関連知識と技

能(表現）を製図に活用

している。 

 

 

・主投影面（図）の選び

方や配置，各種の断面

図示等に適切に思考・

判断し，関連知識と技

能(表現）を製図に活用

している。 

 

・基本的な寸法記入等に

ついて理解している。

適切に思考・判断し，

関連知識と技能(表現）

を製図に活用してい

る。 

 

・寸法公差の記入法やは

めあいの種類，表面性

状の図示方法等に適

切に思考・判断し，関

連知識と技能(表現）を

製図に活用している。 

 

・機械部品のスケッチに

ついて理解している。適

切に思考・判断し，関連

知識と技能(表現）を製図

に活用している。 

 

・JIS 規格で定められた

尺度や図面の様式等

に興味・関心をもち，

内容の理解に意欲的

に取り組んでいる。 

・製作図のかき方や検図

の仕方，および図面の

管理等に興味・関心を

もち，関連知識と技能

の習得に意欲的に取

り組んでいる。 

 

 

・主投影面（図）の選び

方や配置，各種の断面

図示，特別な図示法等

に興味・関心をもち，

関連知識と技能の習

得に意欲的に取り組

んでいる。 

・基本的な寸法記入につ

いて理解している。興

味・関心をもち，関連

知識と技能の習得に

意欲的に取り組んで

いる。 

 

・寸法公差の記入法やは

めあいの種類，表面性

状の図示方法等に興

味・関心をもち，関連

知識と技能の習得に

意欲的に取り組んで

いる。 

・機械部品のスケッチに

ついて理解している。

興味・関心をもち，関

連知識と技能の習得

に意欲的に取り組ん

でいる。 

第 3 章 CAD 製図 

1 CAD システム 

 1 CAD システムの

役割 

 2 CAD システムの

構成 

 

2 二次元 CAD 

 1 二次元 CAD の基

本機能 

 

・ＣＡＤの役割やシステ

ム構成，活用例等につ

いて理解している。理

解している。 

・実践的な技能・表現力

を身につけている。 

・二次元ＣＡＤの機能や

基本操作，活用等につ

いて理解している。理

 

・ＣＡＤの役割やシステ

ム構成，活用例等に適

切に思考・判断し，

CAD を用いた図面の

作成に活用している。 

 

・二次元ＣＡＤの機能や

基本操作，活用等に適

切に思考・判断し，関

 

・ＣＡＤの役割やシステ

ム構成，活用例等に興

味・関心をもち，CAD

の活用に意欲的に取

り組んでいる。 

 

・二次元ＣＡＤの機能や

基本操作，活用等に興

味・関心をもち，関連



 2 二次元 CAD の利

用 

 

 

3 三次元 CAD 

 1 三次元 CAD の基

本機能 

 2 三次元 CAD の利

用 

 

4 CAD 機械製図規格 

 1 CAD 製図におけ

る注意事項 

 2 CAD 製図に用い

る線 

 3 文字および文章 

 

解している 

・実践的な技能・表現力

を身につけている。 

 

・三次元ＣＡＤの機能や

基本操作，活用等につ

いて理解している。理

解している。 

・実践的な技能・表現力

を身につけている。 

・ＪＩＳ規格でのＣＡＤ

用語やＣＡＤ製図に

用いる線・文字等につ

いて理解している。理

解している 

・実践的な技能・表現力

を身につけている。 

連知識や技能・表現

（力）を CAD を用い

た製図に活用してい

る。 

・三次元ＣＡＤの機能や

基本操作，活用等に適

切に思考・判断し，三

次元 CAD による画像

処理の仕方に創意工

夫がみられる。 

・ＪＩＳ規格でのＣＡＤ

用語やＣＡＤ製図に

用いる線・文字等に適

切に思考・判断し，Ｃ

ＡＤを用いた図面の

作成・表現（力）がで

きる。 

知識や技能の習得に

意欲的に取り組んで

いる。 

 

・三次元ＣＡＤの機能や

基本操作，活用等に興

味・関心をもち，三次

元 CAD による画像処

理等に意欲的に取り

組んでいる。 

・ＪＩＳ規格でのＣＡＤ

用語やＣＡＤ製図に

用いる線・文字等に興

味・関心をもち，ＣＡ

Ｄを用いた図面の作

成に意欲的に取り組

んでいる 

第 4 章 機械要素の製

図 

1 ねじ 

 1 ねじの基本 

 2 ねじ製図 

 3 ボルト・ナット・小

ねじ・止めねじ 

 

 

 

2 軸と軸継手 

 1 軸およびキー・ピ

ン 

 2 フランジ形軸継手 

 3 自在軸継手 

 4 クラッチ 

3 軸受 

 1 滑り軸受 

 2 転がり軸受 

 3 密封装置 

 

 

4 歯車 

 1 歯車の基礎 

 2 歯車製図 

 3 平歯車 

 4 はすば歯車とやま

ば歯車 

 5 かさ歯車 

 6 ウォームギヤ 

5 プーリ・スプロケッ

ト 

 1 V ベルト伝動 

 2 歯付ベルト伝動 

 3 チェーン伝動 

 

 

 

・ねじの種類や用途，ね

じ製図，ボルト・ナッ

ト・小ねじ・止めねじ

等について理解して

いる。 

・JIS に関する実践的な

知識や技能を身につ

けている。 

・軸と軸をつなぐ軸継手

等について理解して

いる。 

・JIS に関する実践的な

知識や技能を身につ

けている。 

・軸を支える軸受等につ

いて理解している。 

・JIS に関する実践的な

知識や技能を身につ

けている。 

 

・2 軸間の動力を伝える

歯車について理解し

ている。 

・JIS に関する実践的な

知識や技能を身につ

けている。 

 

 

・プーリやスプロケット

を使った巻掛け伝動

装置について理解し

ている。 

・JIS に関する実践的な

知識や技能を身につ

 

 

・ねじの種類や用途，ね

じ製図，ボルト・ナッ

ト・小ねじ・止めねじ

等に適切に思考・判断

し，関連知識と技能を

習得し活用している。 

 

 

・軸と軸をつなぐ軸継手

等について適切に思

考・判断し，関連知識

と技能を習得し活用

している。 

 

・軸を支える軸受につい

て適切に思考・判断

し，関連知識と技能を

習得し活用している。 

 

 

・2 軸間の動力を伝える

歯車について適切に

思考・判断し，関連知

識と技能を習得し活

用している。 

 

 

 

・プーリやスプロケット

を使った巻掛け伝動

装置について適切に

思考・判断し，関連知

識と技能を習得し活

用している。 

 

 

・ねじの種類や用途，ね

じ製図，ボルト・ナッ

ト・小ねじ・止めねじ

等に興味・関心をも

ち，関連知識と技能の

習得に意欲的に取り

組んでいる。 

 

・軸と軸をつなぐ軸継手

等について理解して

いる。興味・関心をも

ち，関連知識と技能の

習得に意欲的に取り

組んでいる。 

・軸を支える軸受等につ

いて理解している。興

味・関心をもち，関連

知識と技能の習得に

意欲的に取り組んで

いる。 

・2 軸間に動力を伝える

歯車等に興味・関心を

もち，関連知識と技能

の習得に意欲的に取

り組んでいる。 

 

 

 

・プーリやスプロケット

を使った巻掛け伝動

装置に興味・関心をも

ち，関連知識と技能の

習得に意欲的に取り

組んでいる。 



 

6 ばね 

 1 ばね 

 2 ばね製図 

 

 

 

7 溶接継手 

 1 溶接継手の種類 

 2 溶接部の記号表示 

 

 

 

8 管・管継手・バルブ 

 1 管 

 2 管継手 

 3 バルブ 

 4 配管図および配管

系統図 

けている。 

・ばねの種類やばね製図

等について理解して

いる。 

・JIS に関する実践的な

知識や技能を身につ

けている。 

・溶接継手の種類や溶接

部の記号表示等につ

いて理解している。 

・JIS に関する実践的な

知識や技能を身につ

けている。 

・管の種類や各種の管継

手等について理解し

ている。 

・JIS に関する実践的な

知識や技能を身につ

けている。 

 

・ばねの種類やばね製図

等に適切に思考・判断

し，関連知識と技能を

習得し活用している。 

 

 

・溶接継手の種類や溶接

部の記号表示等に適

切に思考・判断し，関

連知識と技能を習得

し活用している。 

 

・管の種類や各種管継手

等に適切に思考・判断

し，関連知識と技能を

習得し活用している。 

 

・ばねの種類やばね製図

に興味・関心をもち，

関連知識と技能の習

得に意欲的に取り組

んでいる。 

 

・溶接継手の種類や溶接

部の記号表示等に興

味・関心をもち，関連

知識と技能の習得に

意欲的に取り組んで

いる。 

・管の種類や各種管継

手，バルブの種類等に

興味・関心をもち，関

連知識と技能の習得

に意欲的に取り組ん

でいる。 

第 5 章 簡単な器具・機

械の設計製図 

1 設計製図の要点 

 1 設計の手順 

 2 設計製図上の注意 

 3 製作上のくふう 

 

 

 

2 器具・機械のスケッ

チと製図 

 1 器具・機械のスケ

ッチ 

 2 ボール盤用万力の 

   スケッチと製図 

 3 歯車ポンプのスケ

ッチと製図 

3 器具・機械の設計 

 1 豆ジャッキの設計

製図 

 2 パンタグラフ形ね

じ式ジャッキの

設計製図 

 3 減速歯車装置の設

計製図 

 4 手巻ウインチの設

計製図 

 

 

 

 

 

 

・設計手順や設計製図上

の注意点，製作上の工

夫(留意点）などについ

て理解している。 

・実践的な関連知識や技

能を取得している。 

 

・ボール盤用万力や歯車

ポンプを題材とした

スケッチと製図の進

め方等について理解

している。 

・実践的な関連知識や技

能を取得している。 

 

・豆ジャッキやパンダグ

ラフ式ねじ式ジャッ

キ，減速歯車装置，手

巻ウインチを題材と

した設計手順や各部

の強度計算などにつ

いて理解している。 

・機構の決定や主要部の

計算処理などの実践

的な手法を身につけ

ている。 

・設計書を基に，それぞ

れの製作図を作成す

ることができる。 

 

 

・設計手順や設計製図上

の注意点，製作上の工

夫(留意点）などに適切

に思考・判断し，関連

知識と技能を製図に

活用している。 

 

・ボール盤用万力や歯車

ポンプを題材とした

スケッチと製図の進

め方等に適切に思考・

判断し，関連知識と技

能を製図に活用して

いる。 

 

・豆ジャッキやパンダグ

ラフ式ねじ式ジャッ

キ，減速歯車装置，手

巻ウインチを題材と

した，設計手順や各部

の強度計算などに適

切に思考・判断し，機

構の決定や主要部の

計算処理などに知識

を活用できる。さら

に，設計書を基に探究

することを通じてに

それぞれの製作図の

作成に取り組める。 

 

 

・設計手順や設計製図上

の注意点，製作上の工

夫(留意点）などに興

味・関心をもち，関連

知識や技能の習得に

意欲的に取り組んで

いる。 

・ボール盤用万力や歯車

ポンプを題材に，スケ

ッチと製図の進め方

等に興味・関心をも

ち，関連知識や技能の

習得に意欲的に取り

組んでいる。 

 

・豆ジャッキやパンダグ

ラフ式ねじ式ジャッ

キ，減速歯車装置，手

巻ウインチを題材に，

設計手順や各部の強

度計算等に興味・関心

をもち，機構の決定や

主要部の計算処理な

どの関連知識や技能

の習得に意欲的に取

り組んでいる。さら

に，設計書を基に，製

作図の作成に意欲的

に取り組んでいる。 

第 6 章 各種の図面 

1 配置図・工程図 

 1 配置図 

 

・工場等における機械・

器具の配置図や運搬

 

・工場等における機械・

器具の配置図や運搬

 

・工場等における機械・

器具の配置図や作業



 2 工程図 

 

 

 

 

 

2 屋内配線図・接続図 

 1 屋内配線図 

 2 接続図 

 

 

 

 

3 制御回路図・計装図 

 1 油圧・空気圧制御 

   回路図 

 2 計装図 

 

 

 

４ ロボット設計製図 

 １ 上腕・前腕・フォ

ークの設計 

 ２ アクチュエータ

の設計 

経路などを表した工

程図のかき方等につ

いて理解している。 

・実践的な関連知識や技

能を習得している。 

 

・工場等の屋内配線や機

器相互の接続状態を

示した接続図のかき

方等について理解し

ている。 

・実践的な関連知識や技

能を習得している。 

・油圧・空気圧の経路や

油圧・空気圧制御回路

図，および計装図のか

き方等について理解

している。 

・実践的な関連知識や技

能を習得している。 

・各筐体の強度計算や構

造・機構，電動機，ま

たアクチュエータの

構造・動作を理解して

いる。 

・実践的な関連知識や技

能を習得している。 

経路などを表した工

程図のかき方等に適

切に思考・判断し，関

連知識と技能(表現）を

製図に活用している。 

 

・工場等の屋内配線図や

機器相互の接続状態

を示した接続図のか

き方等に適切に思考・

判断し，関連知識と技

能(表現）を製図に活用

している。 

・油圧・空気圧の経路や

油圧・空気圧制御回路

図，および計装図のか

き方等に適切に思考・

判断し，関連知識と技

能（表現）を製図に活

用している。 

・使用条件から，強度計

算や構造・機構，電動

機，またアクチュエー

タの構造・動作を適切

に思考・判断し，関連

知識と技能を活用し

ながら設計・製作を行

っている。 

経路などを表した工

程図のかき方等に興

味・関心をもち，関連

知識と技能の習得に

意欲的に取り組んで

いる。 

・工場等の屋内配線図や

機器相互の接続状態

を示した接続図のか

き方等に興味・関心を

もち，関連知識と技能

の習得に意欲的に取

り組んでいる。 

・油圧・空気圧の経路や

油圧・空気圧制御回路

図，および計装図のか

き方等に興味・関心を

もち，関連知識と技能

の習得に意欲的に取

り組んでいる。 

・強度計算や構造・機構，

電動機，またアクチュ

エータの構造・動作を

適切に思考・判断し，

関連知識と技能を習

得に意欲的に取り組

んでいる。 

１年間の評定は、１学期・2 学期・３学期の年間を通じて、思考・判断・表現を重視し総合的に判断して

決定します。 

 
 

 

３．学習の計画と評価の観点 

学
期 

月 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 
評価の観点 考

査
範

囲 

知・技 思・判・表 主 

１ 

学 

期 

４ 

第1章 製図の基礎 
1 機械製図と規格 
 1 図面の役目と種類 
 2 製図の規格 

 
・工業における図面や製図の意義・役割等を理解し，
機械製図に関するJIS規格の概要を知り，それらが実
際に活用できるように学習する。 

  

〇 

１
学
期
期
末
考
査 

４ 

 製図用具とその使い方 
 1 製図用具 
 2 製図用具の使い方 
3 図面に用いる文字と

線 
 1 文字 
 2 線 

・製図用具の種類と用途を知り，正しい使い方等を理
解する。 

・JIS規格に規定された文字や線の種類と用途について

学習するともに，図面に用いる文字や線が正しく，

きれいに，迅速にかけるよう反復練習する。 

〇 

 

〇 

４ 

４ 基礎的な図形のかき
方 

 １ 基礎的な作図 
 ２ 直線と円弧，円弧

と円弧のつなぎ方 
 ３ 平面曲線 

 

・コンパスや定規などを用いて，線分の2等分や円に接
する正六角形などの基本的な図形のかき方(作図法）
について理解する。 

・直線と円弧，円弧と円弧のつなぎ方やだ円や歯形曲

線などの特殊な図形のかき方について，実技(演習課

題等）を通して学習する。"  

〇  〇 

５ 
５ 投影図のえがき方 
 １ 投影法 

・各種投影法について，原理や分類，導入の歴史等に
も触れ，機械製図の基礎である正投影法による図形

〇 〇 〇 



 ２ 投影図のえがき方 

 

 

の求め方を理解する。 
・第三角法による投影図のかき方等について，実技(演

習課題等）を通して学習する。 

５ 

６ 立体的な図示法 
 １ 等角図のえがき方 
 ２ キャビネット図 
 ３ カバリエ図 
 ４ テクニカルイラス

トレーション 

・品物を立体的にえがく等角投影法（軸測投影）につ
いて学習する。 

・等角投影図と等角図との違いを理解し，斜面部や曲
面部をもつ品物の等角図のえがき方について，実技
（演習課題等）を通して学習する。 

・キャビネット図やカバリエ図のえがき方とその特長

を理解し，併せて等角図によるテクニカルイラスト

レーションのえがき方について実技(演習課題等）を

通して学習する。 

〇 〇 〇 

５ 

７ 展開図 
 １ 立体の展開図 
 ２ 相貫体とその展開

図 

・板金溶接などで使われる角柱や角すい台，円柱など
の展開図のかき方を理解する。 

・相貫線や相貫図のかき方を理解し，さらに展開図の

かき方について実技(演習課題等）を通して学習す

る。 

〇 〇 〇 

６ 

第２章 製作図 
1 製作図のあらまし 
 1 製作図 
 2 尺度 
 ３ 図面の様式 
 ４ 製作図のかき方と

検図 
 ５ 図面の管理 

 
・製作に必要な情報が含まれた図面(部品図・組立図）
の作成に欠かせない基本的な考え方や手法について
学習する。 

・製作図の種類や用途等を理解し，製作図(原図）のか
き方や検図の仕方について，実技(演習課題等）を通
して学習する。 

・図面管理の重要性を理解し，最近の電子情報化に向
けた取り組みについて学習する。 

〇  〇 

６ 

2 図形の表し方 
 1 図の選び方と配慮 
 2 断面図示 
 3 特別な図示法 
 ４ 線・図形の省略 

・主投影図にどの図を選べばよいか，主投影図だけで
品物が表現できるかなど，投影図の配置についての
考え方を実技(演習課題等）を通して学習する。 

・品物の内部を表す断面図示や特別な場合の図示法，
線・図形を省略する場合等について，実技(演習課題
等）を通して学習する。 

〇 〇 〇 

７ 

３ 寸法記入 
 １ 基本的な寸法記入

法 
 ２ いろいろな寸法記

入法 
 ３ 寸法記入について

の留意事項 
 
４ 公差・表面性状 
 １ 寸法公差 
 ２ はめあい 
 ３ 幾何公差 
 ４ 普通公差 
 ５ 表面性状 

・寸法記入に関する基本的事項を理解し，色々な場合
の寸法記入や記入上の留意点等について，実技(演習
課題等）を通して学習する。 

・寸法の許容限界(公差）の必要性や使用される用語の
意味を理解したうえで，寸法公差の記入法について
学習する。 

・はめあいの種類や基本公差・等級，寸法公差記号な
どの用語の意味を理解し，多く用いられるはめあい
の穴および軸に対する寸法許容差の求め方について
学習する。 

・幾何公差・普通公差・表面性状について，その必要
性や用語の意味，図面上の示し方等について学習す
る。 

〇  〇 

7 

５ スケッチ 
 １ 部品のスケッチ 
 ２ スケッチのしかた 
 ３ スケッチ図から製

作図の作成 

・スケッチ用具(計測機器等）の使い方やスケッチの仕
方等について，実際の機械部品のスケッチを通して
学習する。 

・スケッチ図を基に，製作図を完成することによっ

て，部品の製作過程等を理解する。 

〇 〇 〇 

２ 

学 

期 

８ 

 

９ 

第4章 機械要素の製図 
１ ねじ 
 １ ねじの基本 
 ２ ねじ製図 
 ３ ボルト・ナット・

小ねじ・止めねじ 
２ 軸と軸継手 
 １ 軸およびキー・ピ

ン 

 
・ねじの基本原理や種類等を理解し，ねじ部の図示法
やボルト・ナットの略画法について学習する。 

・各種の関連j規格について，その内容を理解し，実際
に活用できるようにする。 

・各種軸継手の製図を通して，キー溝の表し方や寸法
公差記号の利用について学習する。 

・滑り軸受，転がり軸受，密封装置の製図について学

習する。 

〇 〇 〇 

２
学
期
期
末
考
査 



 ２ フランジ形軸継手 
 ３ 自在軸継手 
 ４ クラッチ 
3 軸受 
 １ 滑り軸受 
 ２ 転がり軸受 
 ３ 密封装置 

９ 

４ 歯車 
 １ 歯車の基礎 
 ２ 歯車製図 
 ３ 平歯車 
 ４ はすば歯車とやま

ば歯車 
 ５ かさ歯車 
 ６ ウオームギヤ 

・歯車の種類や各部の名称，その他一般的な事項につ
いて理解したうえで，歯車の図示法や要目表の記入
など歯車製図に関する基本的な事項について，実技
(演習課題等）を通して学習する。 

・はすば歯車ややまば歯車，かさ歯車，ウオームギヤ

などの特殊な歯車について学習する。 

〇  〇 

10 

５ プーリ・スプロケッ
ト 

 １ Vベルト伝動 
 ２ 歯付ベルト 
 ３ チェーン伝動 
６ ばね 
 １ ばね 
 ２ ばね製図 
７ 溶接継手 
 １ 溶接継手の種類 
 ２ 溶接部の記号表示 
８ 管・管継手・バルブ 
 １ 管 
 ２ 管継手 
 ３ バルブ 
 ４ 配管図および配管

系統図 

・Vプーリやスプロケットを用いた各種伝動装置の原
理や図示法について学習する。 

・ばねの種類や用途，ばねの図示法および要目表の記
入法など，ばね製図の基本的な事項について学習す
る。 

・溶接継手の種類や溶接部の記号表示について，実例
（実形）を踏まえながら理解する。 

・一般用の鋼管およびこれに使われる管継手とバルブ

について，その種類と図示法を理解する。さらに配

管の図示方法について理解する。 

〇 〇 〇 

10 

第5章 簡単な器具・機
械の設計製図 

１ 設計製図の要点 
 １ 設計の手順 
 ２ 設計製図上の注意 
 ３ 製作上のくふう 

・これまで学んできた機械製図に関する知識や技能と

機械設計で学んだ知識とを融合化し，簡単な器具・

機械の設計製図の要点・手法について学習する。 〇 〇 〇 

11 

２ 器具・機械のスケッ
チと製図 

 １ 器具・機械のスケ
ッチ 

 ２ ボール盤用万力の
スケッチと製図 

 ３ 歯車ポンプのスケ

ッチと製図 

・器具・機械のスケッチの仕方から製作図の作成まで
について学習する。 

・器具や機械を構成しているひとつ一つの部品につい

て形状，寸法，材質，加工方法などを調べ，JISと照

合する。 
〇 〇 〇 

11 

 

12 

３ 器具・機械の設計 
 １ 豆ジャッキの設計

製図 
 ２ パンダグラフ形ね

じ式ジャッキの設
計製図 

 ３ 減速歯車装置の設
計製図 

 ４ 手巻ウインチの設

計製図 

・器具の設計製図例として，豆ジャッキの設計から製
作図の作成までを学習する。 

・与えられた仕様（緒元）に基づき，機構の決定から

主要部の設計までを行うことで，設計書や構想図の

作り方（まとめ方）について学習する。 〇 〇 〇 



 

３ 

学 

期 

１ 

 

２ 

 

３ 

第6章 各種の製図 
１ 配置図・工程図 
 １ 配置図 
 ２ 工程図 
２ 屋内配線図・接続図 
 １ 屋内配線図 
 ２ 接続図 
３ 制御回路図・計装図 
 １ 油圧・空気圧制御

回路図 
 ２ 計装図 
４ ロボット設計製図 
 １ 上腕・前腕・フォ

ークの設計 
 ２ アクチュエータの

設計 

・製作図以外の機械の配置や製作工程図，電気および

情報の伝達経路等の図示法について学習する。 

〇 〇 〇 

３
学
期
末
考
査
な
し 



シラバス                                         岐阜県立高山工業高等学校 
 

 工業情報数理  

 

 
 

教   科 工業（電子機械工学） 単位数 ２ 学科・学年 電子機械工学科・1年 

使用教科書 工業情報数理（実教出版） 

副教材等 自作プリント 

 

 
 

「工業情報数理」の到達目標は 
 

  

 

（１）工業の各分野における情報技術の進展と情報の意義や役割及び数理処理の理論を理解するとともに 

関連する技能を身に付けるようにする。 

（２）情報化の進展が産業社会に与える影響に関する課題を発見し，工業に携わる者として科学的な根拠 

に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 

（3）工業の各分野において情報技術及び情報手段や数理処理を活用する力の向上を目指して自ら学び、工 

業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度や創造性の基礎を養う。 

 
 

 

１．評価の観点の趣旨と方法 

 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

評

価

の

観

点

の

趣

旨 

 

・情報技術に関する基礎的な

知識と技術を理解し、情報

技術を利用した情報の収

集・処理・活用のために必

要な技能を身につけてい

る。 

 

 

 

・諸問題の解決をめざしてみず

から思考を深め、問題解決方

法を適切に判断する能力を身

につけており、情報技術を活

用して情報を処理・表現する

ことができる。 

・情報技術に関する基礎的な知

識と技術に関心をもち、その

習得に向けて意欲的に取り

組むとともに、実際に活用し

ようとする創造的・実践的な

態度を身につけている。 

 

 

 

評

価

の

方

法  

・定期考査（年５回実施） 

（知識・理解を問う設問） 

・単元テスト 

・長期休業明けの宿題テスト 

・ワークシート 

・授業ノート 

・単元テスト(記述内容) 

・定期考査（記述内容）  

・グループワークや発表の内容 

 

 

・出席状況   

・授業の取り組み状況 

・課題の取り組み状況 

 

 

 
 
２．評価の規準（及び年間の評定）  

内容のまとまり(単元) 知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組

む態度 

第１章  

産業社会と情報技術 

 

１節 

・情報・情報処理・デー

タ・情報化社会などの

用語を理解している。 

・コンピュータの構成要

・情報技術の進展にとも

ない産業社会に及ぼ

す影響について、光と

影の部分に関して思

・現代社会では、コン

ピュータがどのよう

な特徴をもち、どの

ように利用されてい



コンピュータの構成と

特徴 

 

２節 

情報化の進展と産業社

会 

 

３節 

情報化社会の権利とモ

ラル 

 

４節 

情報のセキュリティ管

理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

素をハードウェアと

ソフトウェアに区別

でき、それぞれの特徴

理解している。 

・身のまわりのどの機器

にコンピュータが組

み込まれ利用されて

いるか、産業界のどの

分野でコンピュータ

がどのように利用さ

れているか調査を行

い、まとめることがで

きる。 

・情報化社会で守るべき

モラルについて、情報

技術を利用して法的

な根拠について理解

している。 

・情報の不正利用の技術

的な防止方法を調査

し、報告書にまとめる

ことができる。 

・VDT 作業時の健康障

害を防止する方法を

理解している。 

考・判断でき、自分の

考えを表現できる。 

・コンピュータがパソコ

ンだけでなく、制御や

通信など多くの機器

に組み込まれて活用

されていることが考

察できる。 

・情報化社会で守るべき

モラルについて具体

的に考え、たがいの意

見を述べたり発表し

たりできる。 

・コンピュータの不正利

用防止のために、それ

らの実態を知り、技術

的な対処方法が必要

であることが考察で

きる。 

・コンピュータ利用のさ

いの健康面での注意

事項について理解で

きる。 

るかなどについて関

心をもち、意欲的に

学習に取り組み、学

習態度は真剣であ

る。 

・コンピュータが回路

や素子の構成に支え

られ発達してきたこ

とや、身のまわりの

さまざまな機器や

FA・OAに活用され

ていることに関心を

もち、意欲的に学習

に取り組み、学習態

度は真剣である。 

・知的財産権・プライ

バシーの保護・コン

ピュータの不正利用

対策・コンピュータ

ウイルス、および、

それらの対策などに

関心をもち、意欲的

に学習に取り組み、

学習態度は真剣であ

る。 

（本科目は情報Ⅰの代替科目の為、以下の単元を第 1 章の内容に追加し、自作プリント等で補完する） 

・コミュニケーションと

情報デザイン 

 

１）メディアの特性とコ

ミュニケーション手段 

 

２）情報デザイン 

 

３）効果的なコミュニケ

ーション 

 

 

 

・情報のデジタル化につ

いて理解し、アナログ

→デジタルの変換が

できる。 

・コミュニケーション手

段やツールの特徴を

理解している。 

・情報伝達の役割、方法

について理解してい

る。 

・情報デザインの考え方

を活かしたコミュニ

ケーションコンテン

ツの方法や評価法を

理解している。 

 

 

 

 

・情報のデジタル化に関

する各種方法につい

て説明できる。 

・情報伝達の方法を理解

しピクトグラム等の

デザインを考察でき

る。 

・コンテンツ制作の過程

を理解し、それらを実

践できる。 

 

 

 

・情報のデジタル化につ

いて関心を持ちその

変換手順に積極的に

取り組める。 

・情報デザインについて

興味関心を持ち、社会

の中で用いられてい

る情報デザインにつ

いて考察できる。 

・コンテンツ制作につい

て適切な手法を検討、

実践できる。 

第６章 ハードウェア 

 

１節 データの表し方 

 

２節 論理回路の基礎 

 

３節 

・２進数と 16 進数につ

いて理解し、四則計算

や変換・計算ができ

る。 

・基本論理回路を用い

て、半加算回路や全加

算回路、エンコーダ・

・10 進数の構成から、

２進数と 16進数の構

成が説明できる。 

・基本論理回路を用いた

応用回路について、論

理的に考察できる。 

・RS-FF、JK-FF、T-

・２進数、10進数、16

進数などに関心があ

る。 

・基本論理回路とその応

用回路、エンコーダと

デコーダ、フリップフ

ロップとカウンタな



処理装置の構成と動作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デコーダ・フリップフ

ロップなどを構成す

る技能を習得してい

る。 

・コンピュータに周辺装

置について理解し，適

切に接続する技能を

習得している。" 

FF、D-FF の違いを考

察できる。 

・コンピュータにおける

ハードウェアの役割

としくみを理解し、説

明できる。 

・利用目的に応じた適切

な周辺装置を選択し、

提案することができ

る。" 

どに関心がある。 

・処理装置と周辺装置に

関心がある。そして、

上記の事項について

意欲的に学習に取り

組み、学習態度は真剣

である。" 

第２章  

コンピュータの基本操

作とソフトウェア 

 

１節 

コンピュータの基本操

作 

 

２節 

ソフトウェアの基礎 

 

３節 

アプリケーションソフ

トウェア" 

 

 

 

 

・キーボードやマウスを

扱う技能を習得して

いる。 

・記憶装置の種類と特徴

を理解し，扱う技能を

習得している。 

・アプリケーションソフ

トウェアに共通する

基本的な操作などの

技能を習得している。 

・情報の種類によって適

切なアプリケーショ

ンソフトウェアを選

択して使いこなす技

能を習得している。 

・各種記憶装置の取り扱

い方の必要性が判断

できる。 

・OS とハードウェア、

応用ソフトウェアの

関係が考察できる。 

・アプリケーションソフ

トウェアの中から必

要なソフトウェアを

選択することができ

る。 

・各種のアプリケーショ

ンソフトウェアを活

用して情報を処理し、

必要な形式で出力で

きる。 

・コンピュータの起動・

終了、キーボードの操

作、マウスの基本操

作、記憶装置の取り扱

いなどに関心をもち、

意欲的に学習に取り

組み、学習態度は真剣

である。  

・基本ソフトウェアと応

用ソフトウェアの違

い、OS の目的と種類

などに関心をもち、意

欲的に学習に取り組

み、学習態度は真剣で

ある。 

・日本語ワードプロセッ

サ、表計算ソフトウェ

ア、プレゼンテーショ

ン支援ソフトウェア、

データベースソフト

ウェア、図形処理ソフ

トウェアなどに関心

をもち、意欲的に学習

に取り組もうとする。 

第３章 

プログラミングの基礎 

 

１節 

プログラム言語 

 

２節 

プログラムのつくり方 

 

３節 

流れ図とアルゴリズム" 

 

 

 

 

・機械語、アセンブラ言

語、高水準言語につい

て理解している。 

・基本的なアルゴリズム

を組み合わせて応用

的なアルゴリズムを

作成する知識を身に

つけている。 

・基本的なプログラムを

作成し、実行する技能

を習得している。 

・アルゴリズムと流れ図

について理解し，これ

らを活用する技能を

習得している。 

・機械語、アセンブラ言

語、高水準言語の用途

を判断し、適切な言語

を選択できる。 

・インタプリタとコンパ

イラの違いを理解し、

用途を考察できる。 

・最適なプログラムを記

述するために必要な

アルゴリズムを考え

て流れ図として表現

できる。 

・用途に応じたプログラ

ム言語の違いや、プロ

グラムのつくり方に

関心をもち、意欲的に

学習に取り組み、学習

態度は真剣である。 

・問題解決の処理手順で

あるアルゴリズムと、

アルゴリズムを実現

するための流れ図を

描くことに興味をも

ち、意欲的に学習に取

り組み、学習態度は真

剣である。 

第５章 

Cによるプログラミング 

 

１節  

・プリプロセス、ヘッダ

ファイル、main 関数

などについて理解し

ている。 

・C の特徴を BASIC と

比べて考察できる。 

・四則計算プログラムを

読んで、どのような結

・C はコンパイラ言語で

あり、プリプロセスや

関数など、C の特徴に

関心がある。 



C の特徴 

 

２節 

四則計算のプログラム 

 

３節 

選択処理 

 

４節 

繰返し処理 

 

５節 

配列 

 

６節 

関数 

 

７節 

C による数理処理 

 

 

 

・整数型・実数型・文字

型データの取り扱い

について理解してい

る。 

・ if 文、else if 文、

switch 文、for 文、

while 文などについて

理解している。 

・選択処理プログラムや

繰返し処理プログラ

ムを作成する技能を

習得している。 

・一次元配列を利用し

て、いくつかの整数デ

ータの合計を求める

プログラムを作成す

る技能を習得してい

る。 

・関数を理解し、関数を

用いたプログラムを

作成する技能を習得

している。 

・ファイル処理を理解

し，プログラムを作成

する技能を習得して

いる。 

果が出力されるか考

察できる。 

・選択処理プログラム、

繰返しプログラムを

読んで、どのような結

果が出力されるか考

察できる。 

・一次元配列のプログラ

ム、標準関数を用いた

プログラムなどを読

んで、どのような結果

が出力されるか考察

できる。 

・問題を解決するための

アルゴリズムを理解

し、みずからプログラ

ムを作成し、他人が利

用できるソフトウェ

アのプログラムを記

述できる。 

・他人が理解できるわか

りやすい最適化され

たプログラムを記述

できる。 

・プログラムの書式、デ

ータ型、演算子などに

関心をもち、選択処

理、繰返し処理を行う

制御文や配列、関数な

どについて意欲的に

学習に取り組み、学習

態度は真剣である。 

・ファイル処理によるデ

ータの保存などに関

心をもち、意欲的に学

習に取り組み、学習態

度は真剣である。 

第７章 

コンピュータネットワ

ーク 

 

１節 

コンピュータネットワ

ークの概要 

 

２節 

コンピュータネットワ

ークの通信技術" 

 

 

 

 

 

 

・データ通信システムと

情報通信ネットワー

クの概要について理

解している。 

・コンピュータネットワ

ークに使用されてい

る機器について理解

し、簡単な接続ができ

る。 

・コンピュータネットワ

ークで使用するプロ

トコルについて理解

し、簡単な設定や操作

などの技能を習得し

ている。 

・停電対策や雷対策につ

いて理解している。 

・家庭のインターネット

接続について適切な

方式を選択し提案で

きる。 

・コンピュータ実習室の

ネットワークに使用

されている機器やネ

ットワークの構成に

ついて説明できる。 

・コンピュータネットワ

ークで使用するプロ

トコルの知識をもち、

適切なプロトコルを

利用できる。 

・データ通信の概要とネ

ットワークの概要に

ついて関心がある。 

・家庭のインターネット

接続やコンピュータ

実習室のネットワー

クに関心がある。 

・コンピュータネットワ

ークに使用する機器

やプロトコルに関心

があり、学習態度は真

剣である。 

第８章 

コンピュータ制御 

 

１節 

コンピュータ制御の概

要 

 

２節 

制御プログラミング 

 

・コンピュータ制御の概

要について理解して

いる。 

・コンピュータ制御に必

要なプログラムにつ

いて理解している。 

・LED 点灯など、簡単な

コンピュータ制御の

構成法や操作などの

技能を習得している。 

・身のまわりの機器がコ

ンピュータ制御され

ていることを知り、ど

のような制御を行っ

ているか説明できる。 

・身のまわりの機器に組

み込まれているコン

ピュータの特徴を説

明できる。 

・機器に適したコンピュ

・身のまわりのコンピュ

ータ制御に関心があ

る。 

・コンピュータ制御の具

体的な方法に関心が

ある。 

・身のまわりの組込み技

術とその特徴に関心

がある。 

・コンピュータ制御につ



３節 

組込み技術" 

 

 

 

 

 

・コンピュータ制御にお

いて、スイッチ入力回

路および LED 点灯回

路、また、パルスモー

タ制御回路を製作す

る技能を習得してい

る。" 

ータ制御の方法を判

断して説明できる。 

いて関心があり、上記

の事項について意欲

的に学習に取り組み、

学習態度は真剣であ

る。 

1 年間の評定は、１学期・２学期・３学期の年間を通じて、3 つの観点を総合的に判断して決定します。 

 
 
 
３．学習の計画と評価の観点 

学
期 

月 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

評価の観点 

考
査
範
囲 

知
・
技 

思
・
判
・
表 

主 

１ 

学 

期 

４ 第１章 産業社会と情報
技術 

 
１．コンピュータの構成
と特徴 
 
２．情報化の進展と産業
社会 
 
 
 
 
 
 
 
３．情報化社会の権利と
モラル 
 
 
４．情報のセキュリティ
管理 

・コンピュータの基本構成について理解する。 
・ハードウェアとソフトウェアの関係について理解す
る。 

・コンピュータの特徴について理解する。 
・コンピュータが回路や素子の進歩に支えられて発達
してきたことを理解する。 

・コンピュータが身のまわりのさまざまなものに組み
込まれ、さらにインターネットなどに接続され利用
されていることについて理解さする。 

・工場や販売流通、オフィスなどにおいて、コンピュ
ータによる自動化が作業を効率的に進めていること
について理解する。 

・コンピュータとネットワークの発達が効率的なコン
ピュータシステム利用や環境保護に貢献しているこ
とを理解する。  

・知的財産権、プライバシーの保護、ネチケットなど

自分と他人の権利を守ることやモラルの重要性を理

解する。  
・コンピュータウイルス対策や情報の不正利用防止の
ための基本的な技術を理解する。 

・VDT作業における注意点やテクノストレス防止な

ど、コンピュータ利用時の健康管理について理解す

る。  

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

中
間
考
査 

（本科目は情報Ⅰの代替科目の為、以下の単元を第1章の内容に追加する）    

 ・コミュニケーションと情

報デザイン 

１）メディアの特性とコミ

ュニケーション手段 

２）情報デザイン 
３）効果的なコミュニケー
ション 

・情報のデジタル化やコミュニケーションとメディア
の関係を理解する。 

・情報の構造と関係性を適切に表現したデザインにつ
いて作成、評価、改善ができる。 

・情報伝達やコミュニケーションにおける問題解決が
できる。 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

５ 第６章 ハードウェア 
 
１．データの表し方 
 

 
 
・コンピュータで用いるデータの表し方について理解
する。  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 



６ ２．論理回路の基礎 
 
３．処理装置の構成と動

作 

・２値で演算や制御を行う論理回路の基本について理
解する。  

・コンピュータの構成、処理装置の動作について理解
する。 

・入出力装置と補助記憶装置について理解する。 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 
期
末
考
査 

７ 第２章 
コンピュータの基本操作
とソフトウェア 
１．コンピュータの基本
操作 
２．ソフトウェアの基礎 
  

 
・コンピュータの正しい利用手続き、キーボードやマ
ウスの基本的な操作について理解する。 

・作成したデータ保存やデータ利用に必要な補助記憶
装置の取り扱いについて理解する。"  

・ソフトウェアの分類とオペレーティングシステムの

目的および基本操作について理解する。 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

２ 

学 

期 

          

８ 

 

 

 

 

３．アプリケーションソ

フトウェア 

・どのようなアプリケーションソフトウェアがあるか理
解させ、実際に使えるようにする。  

○ ○ 

 

 

 

中
間
考
査 

９ 第３章  

プログラミングの基礎 

１．プログラム言語 

２．プログラムのつくり

方 

３．流れ図とアルゴリズ

ム 

 

・プログラム言語の種類について理解する。  

・問題解決の手段としてのアルゴリズムやプログラム

の作成の意味を理解する。  

・順次・選択・繰返しの三つの基本的な流れ図と構造

化プログラミングの意義について理解する。  

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

１０ 第５章  

Cによるプログラミング 

１．Cの特徴 

２．四則計算のプログラ

ム 

 

 

・簡単なプログラムによってCの特徴を理解する。  

・簡単な計算プログラムによってデータ型やデータの

入出力方法などを理解する。 

 

 

 

○ 

 

○ 

  

 

○ 

 

○ 

期
末
考
査 

１１ ３．選択処理 

４．繰返し処理 

 

・if文とswitch文について理解する。  

・for文とwhile文について理解する。 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

１２ ５．配列 

６．関数 

 

７．Cによる数理処理 

・配列の宣言や使用方法について理解する。 

・関数のつくり方、標準関数の使い方などについて理

解する。  

・答を近似的に求める数値計算プログラムについて理

解する。 

・ファイルの種類や利用方法について理解する。 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 ○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

１ 第７章  

コンピュータネットワー 

ク 

 

１．コンピュータネット

ワークの概要 

 

 

２．コンピュータネット

ワークの通信技術 

・コンピュータネットワークを利用したデータ通信の

利点について理解する。 

・身近なコンピュータネットワークについて理解す

る。  

・ネットワーク機器とネットワークの形態について理

解する。 

・家庭のコンピュータをインターネットに接続する方

法について理解する。 

・コンピュータネットワークに必要な通信技術や技術

的な約束事について理解する。  

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 



 

３ 

学 

期 

２ 第８章 

コンピュータ制御 

 

１．コンピュータ制御の

概要 

２．制御プログラミング 

 

３．組込み技術と問題の

発見・解決 

 

 

 

・コンピュータ制御の考え方について理解する。 

  

・コンピュータ制御の具体的な方法について理解す

る。  

・身のまわりの組込み技術の概要を知り、特徴を理解

させる。  

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

学
年
末
考
査 

３      



シラバス                                         岐阜県立高山工業高等学校 
 

 電気回路  

 

 
 

教   科 工業（電子機械工学） 単位数 ２ 学科・学年 電子機械工学科・1年 

使用教科書 電気回路１・２（実教出版） 

副教材等 電気回路１・２演習ノート 

 

 
 

「電気回路」の到達目標は 
 

  

・工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、電気現象を量的に取 

り扱うことに必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指します。 

 

(1) 電気回路について電気的諸量の相互関係を踏まえて理解するとともに、関連する技能を身に付けられ

るようにしていきます。 

(2) 電気回路に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決す

る力を養います。 

(3) 電気回路を工業技術に活用する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取  

り組む態度を養います。 

 
 

 

１．評価の観点の趣旨と方法 

 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評

価

の

観

点

の

趣

旨 

 

・基本的な電気現象、電気現象

を量的に取り扱う方法、電気

的諸量の相互関係について

原理・法則を理解し、知識と

技術を身につけている。 

 

 

 

 

 

・基本的な電気現象の意味を考

え、変化に対する結果を電気

に関する知識と技術を活用し

て考察し、導き出した考えを

的確に表現することができ

る。 

・基本的な電気現象と、その現

象が数式により表現できる

ことに関心をもち、新しい事

柄に対して意欲的に学習に

取り組んでいる。 

評

価

の

方

法 

 

・定期考査（年５回実施） 

（知識・理解を問う設問） 

・長期休業中における課題と 

宿題テスト 

・小テスト 

・確認プリント 

・ワークシート 

・授業ノート 

・成果物（提出された課題の内

容、実験結果等） 

 

 

・授業時の発言 

・確認プリントやワークシート、

授業ノートの記述内容 

・定期考査、小テスト、宿題テス

ト（思考・判断・表現を問う） 

・成果物（授業ノート、授業プリ

ント、レポート内容） 

 

 

・出席状況 

・授業準備（必要な持ち物、事

前課題提出等） 

・授業態度（言葉遣い、挙手、

取組状況等） 

・成果物（レポート提出、課題

提出、授業ノート、授業プリ

ント等） 

・生徒自己評価 

・生徒相互評価 

 



２．評価の規準（及び年間の評定）  

内容のまとまり(単元) 知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

第１章 電気回路の要   

    素 
１節 電気回路の電流
   と電圧 
 
２節 抵抗器・コンデ
   ンサ・コイル 

・電流が電子の流れに関

係していることを理解

し、電流の大きさを電荷

と導線の断面積、時間か

ら求めることができる。 

・実際の電気回路につい

て、電気用図記号を用い

て表現することができ

る。 

・電流計や電圧計を用い

て、電流や電圧を測定す

ることができる。 

・電気回路における抵抗

器・コンデンサ・コイル

の役割について、理解し

ている。 

・電流が電子の流れに関

係していることから電

流の向きを判断でき

る。また、電流・電圧・

抵抗の関係性を思考

し、グラフや式で表現

できる。 

・電流計や電圧計の接続

方法が正しいか判断

し、電気回路図に書き

表すことができる。 

・電気回路における抵抗

器・コンデンサ・コイル

の原理や役割を思考

し、表現できる。 

・電流・電圧・抵抗の関係

について、理解を深め

ようと主体的に学習に

取り組んでいる。 

・電気回路図の意味や書

き方について理解を深

めようと主体的に学習

に取り組んでいる。 

・電気回路における抵抗

器・コンデンサ・コイル

の役割について、理解

を深めようと主体的に

学習に取り組んでい

る。 

第 2 章 直流回路 

１節 直流回路 

 

２節 電力と熱 

 

３節 電気抵抗 

 

４節 電流の化学作用    

   と電池 

 

・オームの法則を用いて、

電流、電圧および抵抗の

未知量を求めることが

できる。直列回路、並列

回路の各抵抗の電圧、電

流などを求めることが

できる。また、キルヒホ

ッフの法則を用いて回

路の電流、電圧を求める

ことができる。 

・ジュールの法則を用い

て電流による発熱量、電

力などを求めることが

できる。また、電線など

の許容電流やゼーベッ

ク効果、ペルチエ効果な

どの熱と電気の現象に

ついて理解している。 

・物質の抵抗率や導電率

が断面積や長さ、温度に

関係していることを理

解し、抵抗率や抵抗温度

係数を求めることがで

きる。 

・電流の化学作用および

これを利用した電池の

働きを理解するととも

に、ファラデーの法則を

用いて電気分解によっ

て析出する物質量など

を求めることができる。 

・直流回路におけるＩ、

Ｖ、Ｒの関係を示した

グラフからオームの法

則を考察し、式で表現

できる。また、複数の抵

抗や電源が接続された

とき、各抵抗にどのよ

うな電流が流れるかを

考察し表現できる。 

・電力と電力量の関係や

ジュールの法則、ゼー

ベック効果とペルチエ

効果の関係などについ

て考察し表現できる。 

・電気抵抗が抵抗率、断

面積、長さと関係する

ことをパイプと水流と

の関連で類推し表現で

きる。また、抵抗器に書

かれたカラーコードや

許容差などを読取り、

使用に適切な抵抗器か

を判断できる。 

・各種電池で電流が流れ

るしくみを考察し、二

次電池における放電電

流を考察できる。また、

電池の並列接続は好ま

しくないことを推論し

表現できる。 

・オームの法則による計

算、および抵抗の接続

方法について、理解を

深めようと主体的に学

習に取り組んでいる。 

・電流の発熱作用、電力

と電力量に、理解を深

めようと主体的に学習

に取り組んでいる。 

・抵抗率と導電率、いろ

いろな抵抗器につい

て、理解を深めようと

主体的に学習に取り組

んでいる。 

・電流の化学作用、電池

などについて、理解を

深めようと主体的に学

習に取り組んでいる。 

第３章 静電気 

１節 電荷と電界 

・電気力線の性質を理解

し、点電荷によって生じ

・静電誘導現象から静電

遮へい現象を推論し表

・静電現象や電荷と電界

の関係などについて、



 

２節 コンデンサ 

 

３節 絶縁破壊と放電

現象 

 

る電気力線、点電荷の極

性による電気力線の関

係を描くことができる。

また、クーロンの法則を

用いて点電荷に働く力

を求めることができる。 

・平行板コンデンサと誘

電体の性質や静電容量

の意味、電荷・電圧・静

電容量の関係を理解

し、合成静電容量を求

めることができる。ま

た、横軸を電界の強さ、

縦軸を電束密度とした

とき、誘電体のヒステ

リシス曲線を描くこと

ができる。 

・誘電加熱、圧電効果、静

電吸引力などの現象を

理解し、知識を身につけ

ている。 

・絶縁破壊による気体中

の放電現象を理解し、知

識を身につけている。 

現できる。 

・電気力線と電束の関係

を媒質の誘電率との関

係から考察し表現でき

る。 

・平行板コンデンサの静

電容量は、金属板の面

積と間隔にかかわるこ

とを推論し表現でき

る。 

・絶縁材料に加えた電圧

を増加していくと、絶

縁破壊現象が生じるこ

とを推論し表現でき

る。 

理解を深めようと主体

的に学習に取り組んで

いる。 

・平行板コンデンサの静

電容量、コンデンサの

接続と合成静電容量な

どについて、理解を深

めようと主体的に学習

に取り組んでいる。 

・絶縁破壊と放電現象な

どについて、理解を深

めようと主体的に学習

に取り組んでいる。 

第４章 磁気 

１節 電流と磁界 

 

２節 磁界中の電流に  

   働く力 

 

３節 磁性体と磁気回 

   路 

 

４節 電磁誘導と電磁 

   エネルギー 

・磁力線の性質を理解し、

描くことができる。磁極

間に働く力の関係を理

解し、クーロンの法則に

より力の大きさを求め

ることができる。また、

アンペアの右ねじの法

則やアンペアの周回路

の法則をもとに、磁界の

強さを求めることがで

きる。 

・フレミングの左手の法

則から生じる力の大き

さを求めることができ

る。 

・磁性体の性質を理解す

る。 

・レンツの法則やファラ

デーの法則を理解し、誘

導起電力の大きさと向

きを求めることができ

る。 

・インダクタンスの意味

を理解し、誘導起電力を

求めることができる。 

・電流が流れると磁界が

生じ、磁界は磁力線や

磁束によって表される

ことなどを考察し表現

できる。 

・電流と磁力線の関係か

ら電磁力の向きを考察

し表現できる。 

・磁気回路を電気回路に

対応させて推論し表現

することができる。 

・導体の運動と誘導起電

力の関係を考察し表現

できる。 

・磁石による磁気現象や

電線に流れる電流によ

って生じる磁界の方向

や大きさについて、理

解を深めようと主体的

に学習に取り組んでい

る。 

・磁界中の電流に働く電

磁力の方向や大きさに

ついて、理解を深めよ

うと主体的に学習に取

り組んでいる。 

・磁性体の種類や性質、

磁気回路について、理

解を深めようと主体的

に学習に取り組んでい

る。 

・電磁誘導による起電力

の発生と電磁エネルギ

ーについて、理解を深

めようと主体的に学習

に取り組んでいる。 

1 年間の評定は、１学期・２学期・３学期の年間を通じて、3 つの観点を総合的に判断して決定します。 

 



３．学習の計画と評価の観点 

学
期 

月 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

評価の観点 

考
査
範
囲 

知
・
技 

思
・
判
・
表 

主 

１ 

学 

期 

４ 第１章 電気回路の要素 
１．電気回路の電流と 

電圧 
２．抵抗器・コンデン 

   サ・コイル 

 

・電流・電圧・抵抗の関係について理解する。 

・電流計・電圧計の接続方法や回路図を理解する。 

・抵抗器・コンデンサ・コイルの役割を理解する。 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 中
間
考
査 

５ 第２章 直流回路 

１．直流回路 

 

・オームの法則を理解する。 

・抵抗の直列接続、並列接続について理解する。 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

６ 

 ・電池の接続について理解する。 

・キルヒホッフの法則について理解し、キルヒホッフ

の法則を用いた計算に習熟する。 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

期
末
考
査 

７ ２．電力と熱 

 

・電流の発熱作用を理解する。 

・電力と電力量について理解する。 

・温度上昇と許容電流について理解する。 

・ゼーベック効果、ペルチエ効果について理解する。 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

２ 

学 

期 

          

８ ３．電気抵抗 ・抵抗率、導電率、抵抗温度係数について理解する。 

・絶縁抵抗、接触抵抗、接地抵抗などについて理解す

る。 

○ ○ 

○ 

 

中
間
考
査 

９ ４．電流の化学作用と 

電池 

 

第３章 静電気 

１．電荷と電界 

 

２．コンデンサ 

・ファラデーの法則について理解する。 

・一次電池、二次電池について理解する。 

 

 

・帯電体による静電現象を身近な例によって理解し、

クーロンの法則を利用して静電力の計算ができる。 

・電界・電位・静電容量について理解する。 

・コンデンサの並列・直列接続について理解し、合成

静電容量の計算ができる。 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

１０ ３．絶縁破壊と放電現    

   象 

 

第４章 磁気 

１．電流と磁界 

・絶縁破壊現象、絶縁破壊電圧の強さ、蛍光ランプに

よる放電現象について理解する。 

 

 

・クーロンの法則は物理的な意味を理解し、計算問題

を解く方法を理解する。 

・アンペアの右ねじの法則について理解し、電流によ

ってどのような磁界がつくられるかを理解する。 

・アンペアの周回路の法則について理解し、磁界の大

きさを求める計算ができる。 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

期
末
考
査 

１１ ２．磁界中の電流に働 

く力 

・電磁力の向きと大きさの求め方、方形コイルに働く

トルクの求め方、平行な直線状導体間に働く力の求

め方について理解する。 

○  ○ 



 

３ 

学 

期 

１２ ３．磁性体と磁気回路 ・環状鉄心の磁気回路及び鉄のBH曲線（磁化曲線）に

ついて理解する。 

 ○  

学
年
末
考
査 

１ ４．電磁誘導と電磁エ 

ネルギー 

・電磁誘導現象、誘導起電力の向きについて理解し、 

誘導起電力の計算方法を身に付ける。 

○  ○ 

２  ・インダクタンス、自己誘導現象、相互誘導現象、電

磁エネルギーについて理解する。 

○ ○  

３      
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